
今
年
で
第
７
回
目
と
な
る
伊
豆
の
国

市
民
文
化
祭
を
、
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
を

会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続

き
、
芸
能
発
表
会
と
作
品
展
示
を
同
会
場

に
て
実
施
。
２
日
間
で
約
３
千
人
が
来
訪

し
、〝
文
化
の
秋
〞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

芸
能
発
表
の
部
に
は
、
２
日
で
50
団
体

が
出
演
。
太
鼓
や
武
術
、
民
謡
な
ど
を
大

ホ
ー
ル
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
、
来
場
者
か

ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

　

作
品
展
で
は
、
館
内
全
体
に
わ
た
り
作

品
を
展
示
。
63
団
体
が
書
道
や
手
芸
品
、

生
け
花
、
俳
句
な
ど
の
力
作
を
展
示
し
ま

し
た
。

　
『
文
化
協
会
だ
よ
り（
22
ペ
ー
ジ
）』
で
は
、

同
協
会
か
ら
の
開
催
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　

去
る
８
月
10
日
に
被
災
地
の
医
療
支
援

の
た
め
宮
城
県
多
賀
城
市
を
訪
れ
た
エ
ム

オ
ー
エ
ー
奥
熱
海
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
佐
久
間

哲
也
所
長
）
が
、
こ
の
日
、
市
長
を
訪
れ
、

現
地
で
の
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
、
多
賀
城
市
総
合
体
育
館

を
会
場
に
、
健
康
相
談
や
理
学
療
法
、
鍼

灸
指
圧
、
園
芸
療
法
や
音
楽
療
法
等
の
各

種
セ
ラ
ピ
ー
と
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
実
施
。
そ
の
後
、
多
賀
城
市
役
所
の
菊

地
健
次
郎
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

市
が
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
結
ぶ

多
賀
城
市
へ
は
、
震
災
以
降
、
伊
豆
の
国

市
行
政
だ
け
で
な
く
、多
く
の
民
間
企
業
・

団
体
も
支
援
し
ま
し
た
。
今
後
も
官
民
一

丸
と
な
り
、被
災
地
の
復
興
を
支
え
ま
す
。

9/18・19

２
日
間
で
３
千
人
が
来
訪

伊
豆
の
国
市
民
文
化
祭

現地で健康相談等を行うＭＯＡの医療支援チーム
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2011.11.1 いずのくに 16

同
協
会
か
ら
の
開
催
報
告
が
あ
り
ま
す

同
協
会
か
ら
の
開
催
報
告
が
あ
り
ま
す

『やわら太鼓』のみなさんによる力強い太鼓の演奏

多
賀
城
市
で
医
療
支
援

Ｍ
Ｏ
Ａ
が
健
康
相
談
・
炊
き
出
し

過去最多827人が半島横断
第12回狩野川 100 キロサイクリング

10 月 1 日・2日

　狩野川沿線の景色を楽しみながら完走を
目指す『狩野川１００キロサイクリング』が、
中島運動公園を発着点に行われました。
　安全にサイクルを楽しめる同イベントは、
県内外から多くの自転車愛好者が参加。ま
た、親子や友人と一緒に参加するグループも
多く見れらました。

①

③②

④

⑤①いよいよ50㌔コースス
タート  ②市の名峰 “ 城山 ”
下に集う参加者たち  ③親子
の参加者も多く見受けられ
ました  ④完全装備で挑む参
加者たち  ⑤堤防から彼岸花
も応援してくれました

　

小
坂
地
区
に
あ
る
小
坂
み
か
ん
共
同
農

園
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
ミ
カ
ン
狩
り
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
市
長
や

観
光
協
会
な
ど
の
関
係
者
を
迎
え
、
開
園

式
を
開
催
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

『
み
か
ん
神み

輿こ
し

』
な
ど
で
開
園
を
祝
い
ま

し
た
。

　

小
坂
み
か
ん
共
同
農
園
は
、
葛
城
山
の

山
腹
に
広
が
る
５
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
斜

面
に
約
８
千
本
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
実
も
大
き
く
て
甘
み
の
の
っ
た

ミ
カ
ン
が
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
。

　

ミ
カ
ン
狩
り
は
来
年
１
月
５
日
ま
で
。
入

園
料
は
食
べ
放
題
で
４
百
円
。
問
い
合
せ

は
同
農
園
☎
０
１
２
０（
４
１
８
）０
９
７
へ
。

　

伊
豆
で
挙
兵
し
た
源
頼
朝
を
題
材
に
し

た
子
ど
も
創
作
能
『
伊
豆
の
頼
朝
』
を
、

守
山
八
幡
宮
（
寺
家
）
で
市
内
小
中
学
生

が
上
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
寺
家
区
の
例
大
祭
に
併
せ

て
の
上
演
。
地
元
保
存
会
に
よ
る
三さ
ん

番ば

叟そ
う

に
続
い
て
の
披
露
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
創
作
能
は
、
地
元
に
伝
わ
る
民

話
や
伝
説
な
ど
を
元
に
し
た
能
を
、
能
楽

師
八
田
達
弥
氏
が
子
ど
も
た
ち
に
指
導
。

子
ど
も
た
ち
は
、
今
年
に
入
り
10
回
を
超

え
る
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

立
花
地
区
か
ら
鑑
賞
に
来
た
女
性
は

「
後
ろ
の
地じ

う

謡た
い

（
コ
ー
ラ
ス
）
の
人
た
ち

ま
で
口
を
大
き
く
開
け
て
、
と
て
も
立
派

で
し
た
」
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
・
中
学
校
の
代
表
児
童
・
生

徒
に
よ
る
『
音
楽
発
表
会
』
を
ア
ク
シ
ス

か
つ
ら
ぎ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
長
岡
北
小
４
・

５
年
生
に
よ
る
伊
豆
の
国
の
歌
『
守
っ
て

い
こ
う
伊
豆
の
国
』が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
度
の
長
岡
北
小
６
年
生
に

よ
っ
て
作
詞
さ
れ
た
、「
自
然
や
歴
史
の

ふ
る
さ
と
・
伊
豆
の
国
を
、
い
つ
ま
で
も

守
っ
て
い
こ
う
」と
い
う
内
容
の
歌
で
す
。

　

続
い
て
、
市
内
６
小
学
校
、
３
中
学
校

の
各
代
表
が
、
合
唱
や
演
奏
を
発
表
。
日

ご
ろ
積
み
重
ね
た
練
習
の
成
果
が
、
美
し

い
歌
声
や
演
奏
と
な
っ
て
表
れ
、
来
場
者

を
大
い
に
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

富
士
山
や
韮
山
反
射
炉
な
ど
の
、
市
の

名
所
を
描
い
た
切
手
シ
ー
ト
『
フ
レ
ー
ム

切
手
自
然
に
恵
ま
れ
た
国
・
伊
豆
の
国
』

が
完
成
し
ま
し
た
。
切
手
は
、
郵
便
局
と

観
光
協
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、こ
の
日
、

郵
便
局
会
社
東
海
支
社
の
栗
田
純
一
支
社

長
か
ら
、
市
長
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
韮
山
反
射
炉
の
世
界
遺
産
登

録
に
向
け
て
力
に
な
る
。
メ
ー
ル
全
盛
の

時
代
だ
が
、
も
ら
っ
た
人
の
手
元
に
ず
っ

と
残
る
郵
便
の
良
さ
を
、
こ
の
切
手
で
再

認
識
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

フ
レ
ー
ム
切
手
は
、
伊
豆
の
国
市
と

周
辺
14
市
町
の
郵
便
局
で
、
１
シ
ー
ト

１
２
０
０
円
に
て
限
定
販
売
中
。
ぜ
ひ
、

お
近
く
の
郵
便
局
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
の
成
果
を
歌
声
に

小
中
学
校
音
楽
発
表
会

今
年
の
み
か
ん
は
期
待 

大

小
坂
み
か
ん
共
同
農
園
オ
ー
プ
ン

10/1

10/14

全
国
で
唯
一
の
創
作
舞
台

子
ど
も
創
作
能
を
上
演

市
の
魅
力
を
郵
便
に
の
せ
て

伊
豆
の
国
市
フ
レ
ー
ム
切
手
販
売

10/14

先の台風にも負けずに実った“落ちないミカン”

オープニングで披露された長岡北小『守っていこう伊豆の国』

近

郵
便
局

求

切手は周辺 14 市町の郵便局で販売中
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10/9で
し
た
」
と
感
心
し
て
い
ま
し
た

源頼朝役を演じた高相香穂さん（大仁北小 6 年）（上）


